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一般会計
歳出

一般会計
歳入

●市　税
固定資産税の増加などにより、平成30年度
と比較して2億6,199万円の増となりました。
●市　債
厚田学園の建設などにより、平成30年度と
比較して3億1,200万円の増となりました。

歳入のポイント

●商工費
プレミアム付商品券発行事業などにより、
平成30年度と比較して2億3,833万円の
増となりました。
●教育費
厚田学園の建設などにより、平成30年度と
比較して8億7,721万円の増となりました。

歳出のポイント
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令和元年度 予算の概要

民生費
98億3,896万円

職員費
36億5,787万円公債費

28億7,801万円

その他
11億2,155万円

教育費
27億7,443万円

衛生費
19億7,650万円

総務費
11億9,205万円

※自主財源…
　依存財源…

特別会計・企業会計予算額
※前年度比0.3％減

188億4,612万円

一般会計予算額
※前年度比4.2％増
274億円

特
別
会
計
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その他
4億1,446万円

その他 800万円

国・道支出金
67億6,952万円

使用料・手数料
4億2,153万円

市税
83億2,589万円

諸収入
5億3,560万円

地方交付税
72億1,000万円

市債 19億4,180万円

地方譲与税・
各交付金

17億7,320万円

７０億６，０００万円

１億５，７８８万円

８億１，０９６万円

４８億６，５２７万円

２億２，３６１万円

５，９０７万円

１１９万円

２億１，４３１万円

介 護 サ ー ビ ス

個 別 排 水 処 理 施 設 整 備

土 地 取 得

特定環境保全公共下水道

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

水 道

公 共 下 水 道

収益的支出　２０億　２８８万円　　　資本的支出　  ９億４，３７２万円

収益的支出　１３億９，０２５万円　　　資本的支出　１１億１，６９８万円

　令和元年度は市長・市議会議員選挙の年であることから、義務的経費や継続的な事業を中心とする
「骨格予算」として編成しました。

土木費
25億9,518万円

市が自主的に収入できる財源のこと
国や道から石狩市に配分される財源のこと

収入のうち、皆さんか
らいただいている市税は約
83億円（上記の「市税」）で、
そのうち市民税（個人）は約

23億円です。また、企業などからいただく市民税（法人）は
約8億円、土地や建物などにかかる固定資産税は約39億円
となっています。

消防費
13億6,545万円

私たち市民が
納めた税金は、

予算のどのくらいを
占めているの？
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　最終的な決算額は、5月31日までの出納整理期間を
経て確定します。支出額に対して資金不足が見込まれ
る際は、一時的に借り入れて対応しています（3月31日
現在での一般会計一時借入金残高0円）。

●石狩市合同納骨塚整備事業
　市営親船墓地の中に合同納骨塚（共同型の納骨施設）を設置します。

●道の駅開業１周年記念事業
　道の駅開業１周年を迎えるにあたり、道の駅を中心としたさらなる
　観光プロモーションを展開します。

●学校施設等停電時給水対策事業
　指定避難所である学校施設など、災害に伴う停電時に断水と
　なる施設の一部を給水可能とし、機能強化を図るための工事を
　行います。

●化学消防ポンプ自動車整備事業
　複雑多様化する災害への対応力を確保し、市民の安全安心を守
　るため、危険物火災にも対応する化学消防ポンプ自動車を更新整
　備します。

●厚田義務教育学校建設事業
　令和２年開校予定の厚田学園の校舎新築建替工事と屋内体育
　館の改修工事を実施します。

●厚田保育園建設事業
　令和２年開校予定の厚田学園の校舎１階部分に複合施設として
　厚田保育園を移転建設します。

●子ども医療費助成事業
　子どもの医療費に要する経費の一部を助成します。令和元年度
　から通院を小学2年生まで拡充します。

●プレミアム付商品券発行事業
　消費税率引き上げに伴う消費に与える影響を緩和するとともに、
　地域の消費を喚起するため、プレミアム付商品券を発行します。

■問 財政課☎72・3154　※予算の情報は、市ＨＰ「財政資料室（予算・決算）」でもご覧いただけます

平成30年度
（平成31年3月31日現在）予算の執行状況
◎一般会計

歳入歳出予算額

２７７億６,１３９万円

執行率（歳入）

９５．２％

執行率（歳出）

８８．３％

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス

個別排水処理施設整備

土 地 取 得

特定環境保全公共下水道

区分 歳入歳出予算額 執行率（歳入）

◎特別会計
執行率（歳出）

借入金　   の残高（市債）

一般会計 約３２６億１，７００万円

７７億７，５６６万円

１億５，３３３万円

７億８，７４７万円

４９億２，９４２万円

２億１，７９８万円

６，５０５万円

１１９万円

３億１，５１７万円

９３．２％

９２．１％

９６．２％

９７．３％

９２．４％

６３．５％

１００．０％

６４．３％

９０．０％

８８．０％

９５．４％

８７．８％

９０．５％

５５．９％

５０．０％

５８．５％

区分
収益的収支 資本的収支

◎企業会計

収入額 収入額支出額 支出額

２０億８，８５３万円

１４億１，２７２万円

１９億１，３６４万円

１３億２，２１１万円

４億２，０５８万円

５億５，９６５万円

９億４，６９６万円

１０億７，７６７万円

水 道

公 共 下 水 道

※１

※２

【主な事業】

※１ 給水人口 57,978人／給水戸数 26,909戸／有収水量 500万4,634㎥　※２ 水洗化人口 53,328人／水洗化世帯数 24,841世帯／有収水量 420万1,262㎥（※1・2いずれも見込み）

※予算額は繰越事業を含む

　借入金の残高は約484億7,900万円で、平成29年度
決算と比較して15億8,200万円の減となりました。

特別会計 約 １０億６，６００万円
企業会計 約１４７億９，６００万円

借入金（市債）の
残高は平成30年度末
で、１人あたり約83万
円（一般会計56万円、

特別会計2万円、企業会計25万円）です。平成29年
度末と比べると、1人あたり約3万円の減となりま
した。

私たち市民１人あたりの
借入金（市債）は、
どのくらい？

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９億７，４１０万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億１，６５２万円
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９，９７３万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億５，０００万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，７００万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２,０００万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７００万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７,７１１万円


